
令和７年度実績に係る指定管理者評価シート（令和８年度評価実施） 資料１

社会医療法人　厚生会　（岐阜県美濃加茂市健康のまち一丁目１番地）

診療 基本的医療機能 基本的医療機能・入院診療・外来診療 職員配置 （令和8年3月31日時点）

急性期を中心とした外来及び入院医療を提供する

　・職員配置

市民ニーズや他の医療機関との役割分担を踏まえた医療を実施する

　・外来診療体制及び外来患者数

外来診療 　・入院診療体制と入院患者数、手術件数

市民の医療需要に対応した専門外来等の実施に努める

入院診療

安全管理に基づく医療の提供 ・安全管理・医療倫理

安全指針の策定 「多治見市民病院における安全管理のための基本指針」

安全管理委員会の開催   12回

安全管理研修の実施    2回

院内感染防止指針の策定 「多治見市民病院院内感染対策指針」

院内感染対策委員会の開催   12回

医療倫理に基づく医療の提供 院内感染対策研修の実施    2回

医薬品安全管理者の配置 配置（薬剤部長）

【医療倫理】 医薬品の安全使用研修の実施    １回

医療機器安全責任者の設置 配置（放射線技術課長）

医療機器安全使用研修の実施    13回

医療機器の保守点検計画の策定及び実施
　 院内医療機器保守点検計画を策定、日常的に点検を実施

倫理委員会の設置 設置（委員長は院長）

医師・看護師の確保状況

診療科別医師数（R8.3.31）
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 現行診療科の維持

【職員配置】

〇
(〇）

〇
（〇）

①常勤医師数は前年度（44人）から変更なし。
②令和元年度基幹型臨床研修病院として臨床研修医の受入が可能とな
り、令和7年度も引き続き若手医師の積極的な受入、育成を行っている。
③看護師について、常勤は前年度よりも2人減っている。
④外国人技能実習生を積極的に受入れ、ナースエイド（看護助手）として雇
用している。
【委員会意見】看護師は目標数に届かなかったが、全国的に看護師が不足
している昨今の状況を踏まえて評価は〇とする。

〇
（〇）

常勤医師43人、非常勤57人、
看護師（准看、助産師、保健師含む）164人、非常勤30人

①前年度外来患者数から減少し、目標数にも届かなかった。
②整形外科では、常勤医師が増えたことで前年度を上回る患者を受け
入れることができた。
③30の診療科を標榜し、適切な医療の提供を行っている。
【委員会意見】外来患者数は目標数に届かなかったが、目標数の95％
以上であるため評価は〇とする。

患者中心の医療を行う

インフォームド・コンセントを実施する
　倫理委員会の設置

R8.3.31

〇
(〇）

開放型病棟（病床）を設けて、地域連携機関との連携を図る

R7.3.31

安全管理・医療倫理（左記項目に対する実施状況）

医師数

非常勤
指定管理前

　安全管理指針の策定と安全管理委員会、研修の開催

常勤 非常勤

H22.3.31

常勤

12 23 59

常勤
指定管理移行

（１）指定管理者

（２）指定期間

（３）業務の範囲

平成22年４月１日から令和15年３月31日

（1）病院における診療（診療時間外における救急診療を含む。）及び健康診査
（2）病院の施設及び設備の維持管理に関する業務
（3）病院の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の収受に関する業務
（4）地方公営企業法(昭和27年法律第292号)第33条の2の規定により委託する手数料の徴収に関する業務
（5）前各号に掲げるもののほか、甲乙協議の上、甲が必要と認める業務

協定
仕様書

７年度の主な実績評価対象事項協定、仕様書の内容 事業計画書の内容

【基本的医療機能】

協21
仕第6

外来診療及び診療科の設置状況

医療法第6条の10及び医療法施行規則第１条の11の規定に基づき、安全
管理のための体制を確保し、安全な医療を提供する

・入院患者数　68,063人（対前年度比6.4％減）
・１日平均患者数　186人
・手術件数1,138件（対前年度比1.5％増）

・外来患者数　116,636人(対前年度比3.5％減）。
・1日平均患者数　398人

入院診療・手術件数

感染マニュアルを策定し、標準予防策を実施する

【手術件数】

【外来・入院患者数】

・常勤医師44人、非常勤医師59人
・看護師（准看、助産師、保健師含む）常勤151人、非常勤25人

倫理委員会を設置する

入院診療は急性期疾患を主体とし、併せて亜急性期や回復期リハビリテー
ションといった市民ニーズに対応した医療の提供に努める

　外科320、整形外科300、婦人科250など　　合計1,180件

非常勤

【安全管理】

　外来患者数　119,714人　　入院患者数　70,106人

　医療機器安全責任者の配置、研修実施、保守点検計画

　院内感染防止指針の策定と対策委員会、研修の実施

　医薬品安全管理者の配置と研修の実施

〇
(〇）

〇
（〇）

①前年度入院患者数から減少し、目標数にも届かなかった。
②形成外科では、常勤医師が減り、入院患者数も前年度を大きく下回っ
た。
③手術件数について、眼科、耳鼻咽喉科、脳神経外科で増え、前年度を
上回ったものの、目標値に届かなった。
【委員会意見】入院患者数、手術件数は目標数に届かなかったが、目標
数の95％以上であるため評価は〇とする。目標数の設定は、人口減少
など社会的要因等も踏まえて設定していただきたい。

〇
(〇）

〇
（〇）

①安全管理委員会、安全管理研修、院内感染対策委員会、院内
感染対策研修を定期的に開催し、院内の安全対策等は適切に行
われている。また、医療機器の保守点検・安全使用研修等も適切
に実施されている。

評価の定義

○　期待どおり又は期待以上
△　事業の実施に問題はないが一部に改善の余地がある
×　事業の実施に支障あり。あるいは法令違反がある。

（　　）は前年度評価

評価結果
市の評価

市 委員会
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手術件数
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

内科 19 17 12 10
外科 359 370 295 256

整形外科 330 195 267 257
形成外科 25 21 115 103

脳神経外科 29 24 24 30
皮膚科 3 0 9 8
婦人科 281 276 227 203
眼科 115 102 134 218

耳鼻咽喉科 2 16 38 53
合計 1,163 1,021 1,121 1,138

専門外来の開設（R8.4.1現在）

内科

外科

皮膚科

小児科 小児腎臓内科外来、小児神経外来、小児循環器外来、小児外科、小児血液外来

呼吸器・アレルギー内科外来、腎臓・リウマチ膠原病内科、ペースメー
カー外来、肝臓内科、ＣＫＤ・難病相談外来、パーキンソン病外来

胆石外来、鼠径ヘルニア外来、腎臓移植外科、心臓血管外科

アトピー性皮膚炎、乾癬外来

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

内 科 44,289 47,444 51,223 49,658 42,305 42,871 45,349 42,904

外 科 6,210 6,406 5,743 4,736 8,495 7,697 5,963 5,210

脳神経外科 2,686 2,613 2,669 2,564 2,356 2,448 2,000 2,237

整 形 外 科 11,119 10,394 12,593 14,012 9,846 4,746 15,488 14,970

婦 人 科 8,428 9,551 8,331 7,909 1,876 1,708 1,377 1,213

皮 膚 科 10,578 10,131 10,618 10,549 1,461 1,305 339 486

泌 尿 器 科 3,412 3,585 3,429 3,358 0 0 0 0

小 児 科 4,220 5,546 5,158 4,188 230 89 42 58

眼 科 4,981 4,950 5,155 6,130 1,221 233 357 177

耳鼻咽喉科 4,050 3,478 5,582 5,596 1,036 1,044 570 790

形 成 外 科 1,043 1,058 2,226 2,092 0 0 1,190 4

放 射 線 科 1,789 1,754 1,685 1,718 0 0 0 0

救 急 科 9,555 9,791 6,429 4,126 1 0 7 14

合 計 112,360 116,701 120,841 116,636 68,827 62,141 72,682 68,063

対前年度 -2.5% 3.9% 3.5% -3.5% 2.1% -9.7% 17.0% -6.4%

外来患者数（実績） 入院患者数（実績）

1
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協定
仕様書

７年度の主な実績評価対象事項協定、仕様書の内容 事業計画書の内容
評価結果

市の評価
市 委員会

政策的医療

協22 救急医療

仕第7
地域医療機関への情報提供の実施状況

救急患者数

救急搬送件数

救急医療体制の状況

目標値 休日急病診療実績

Ｒ5実績 Ｒ6実績 Ｒ7実績 前年比

時間外患者数 11,786 9,451 6,541 -30.8%

救急搬送件数 2,446 2,646 2,345 -11.4%

小児医療

患者数

土日及びオンコール等の体制整備状況

Ｒ5実績 Ｒ6実績 Ｒ7実績 前年比

小児外来患者数 5,546 5,158 4,188 -18.8%

小児入院患者数 89 42 58 38.1%

リハビリテーション医療

リハビリテーションの体制

リハビリテーション実施件数

保健衛生事業

健診等の実施件数

保健指導・相談件数

予防接種の実施状況

保健指導件数　98 特定保健指導件数　6

・引き続き急性期から回復期に及ぶ総合リハビリの提供を目的と
し、病棟・地域連携と連携を取り、患者様の生活に即した各疾患別
リハビリを行う。
・令和8年には東濃中部医療センターが開設予定のため、今までの
紹介元が縮小となる。休日の回復期リハビリテーションを行うなど
差別化を図ることで回復期病棟の充実を目指したい。

　目標値
　リハビリテーション　136,200

・昨年度は職員３名（理学療法士２名、作業療法士１名）の増員と２名（理学療法士）の
途中退職で実質1名の職員増となった。
・昨年度に続き、隔週日曜日の回復期リハビリテーション病棟でのリハビリも施行した
が、単位数は昨年の47,047単位から45,936単位へ減少となった。
・回復期リハビリテーション病棟の平均入院患者数が41.0/日から36.9/日へと減少、脳
血管疾患患者も11.0/日から6.9/日へと減少を認めた。それによる理学・作業・言語の3
療法介入件数の減少が要因と考える。
・リハビリ全体では、件数は昨年より約1,129件減少、単位数も6,996単位減少した。病院
全体での入院患者数の減少が影響したと考える。

生活習慣病の予防・早期発見を目的とした人間ドック、内視鏡ドック、健康
診査、保健指導、医療相談等、保健衛生に関する事業を実施する

乳房、骨密度など女性を対象とした検診を実施する

予防接種を行う

・多治見市民病院は土曜診療も実施しており、発熱、咳、嘔吐、下痢などの症状を訴え
る小児に多い急性疾患や地域の小児医療機関からの紹介患者の受け入れを行った。
・日曜、祝日の　　8：30～17：00の間も、小児科医による日直体制を継続し実施した。
・岐阜県医師会の学校検診委員会に所属し広く地域に貢献していくと共に、小児腎臓専
門医による多治見市児童の腎臓病の早期発見に努めるなど診療の質の向上に努めて
いる。

・令和７年度はシステム導入による影響もあり、昨年度と比較し受診者数は１割減
となったが、オプション検査等の追加検査について広報及び事前案内を積極的に
行い、充実した健診を進めてきた。
・引き続き生活習慣病の予防・早期発見のための保健指導、受診者に合った健診
コースの提案、乳がん検診、子宮がん検診に加えてWEB予約対象の検診拡大など
に取り組んでいく。

・現状の日勤帯常勤医師１名と初期臨床研修医、夜勤帯当直医師
と待機医師の体制を強化していき、２４時間断らない救急医療を整
えていく。
・令和７年度においても引き続き、地域医療機関(診療所など)に対
し、当院における救急受け入れ可能診療科や当直・待機体制など
の情報提供を行うなど連携を密に取り、診療所の診療時間内や休
日急病診療の運用時間内の紹介患者診療時間の拡大により、積
極的に受け入れていく。

時間外患者数　7,164人

救急搬送件数　2,750件

運動器リハビリテーション、回復期リハビリテーション医療を提供する

①令和7年度に電子カルテシステム導入による影響もあり、健診実
施件数は前年度を下回り、目標件数である14,407件も下回った。
②オプション検査等の追加検査について積極的にPRし、充実した
健診を進めた。
③健康診断後の保健指導の実施、二次受診率の向上対策など、
市民の健康維持への貢献を進めている。

〇
（〇）

〇
（〇）

〇
（〇）

〇
（〇）

〇
（〇）

〇
(△）

〇
（〇）

〇
（△）

①時間外患者数、救急搬送件数ともに前年度を下回った。特に時
間外患者数は前年度比30.8％と大きく減少した。
②土曜日夜間の診療、休日急病診療についても、患者数は前年
度を下回った。
③令和6年度の年末年始は、新型コロナウイルス感染症及び季節
性インフルエンザの同時流行により患者急増、一次救急の対応に
追われたため、市医師会に協力を要請。令和7年度の年末年始
（12/30～1/3）は、市医師会医師が市民病院に勤務し、救急医療
体制を堅持した。
【委員会意見】令和7年度の年末年始について、市医師会に協力を
要請し、市医師会医師が市民病院に勤務することで救急医療体制
を堅持し、評価する。

①日勤帯においては、365日対応できる体制をとっており、地域の
小児医療機関からの紹介患者の受入も行っている。
②常勤医師は小児腎臓専門医であり、質の高い医療の提供が可
能となっている。
③令和4年度から常勤医師が1名になっており、外来患者数は
年々減少しているが、入院患者数は前年度を上回った。
【委員会意見】多治見市も含めて出生数の減少、小児の時間外受
診率が高いなど小児医療を取り巻く社会環境を考慮し、評価は〇
とする。

①病院全体で入院患者数が減少したことが影響し、リハビリテー
ション全体で前年度を下回ったが、目標値（136,200）を上回った。
②令和5年度に祝日に、さらに令和6年度は隔週日曜日に回復期
リハビリテーションを開始し、患者のQOL向上をサポートした。
③直営時代には対応していなかった作業療法、脳血管リハビリの
分野も実施し、リハビリ機能は充実している。
④県病院からの回復期患者の受入を積極的に行っている。

小児医療（小児救急医療を含む）を実施する

24時間365日の第二次救急医療体制を組む
休日急病診療に協力する

・令和６年度の年末年始はインフルエンザが大流行し、風邪症候群などの対応に苦慮し
たため、令和７年度は多治見市医師会と協力して、医師会の先生方には一次救急を、
当院は救急車や二次救急の対応に専念して診療を行った。
・救急搬送件数は前年度比11.4％減となったが、今後も積極的な受け入れに取り組んで
いく。
・土曜日の夜間（主に土曜19時～21時半）55日実施96人（前年度：54日実施114人）
・休日急病診療（主に日祝の13時～17時）71日実施1,067人（前年度：71日実施1,524
人）

・日曜日や祝日にも日直体制で小児科医を配置し、発熱、咳、下痢といっ
た小児に多い急性疾患や地域の小児科診療機関からの紹介患者を積極
的に受け入れていく。
・かぜ症候群といった小児に多い急性期疾患から、慢性期の疾患、夜尿症
やてんかん、喘息やアトピー性皮膚炎などの疾患、どこに相談してよいか
わからない様々な子どもに係わるケースなどに対応する医療を提供してい
く。
・引き続き、常勤医の増員にも努めていく。
・引き続き岐阜県医師会の学校検診委員会に所属し広く地域に貢献してい
くと共に、小児腎臓専門医による多治見市児童の腎臓病の早期発見シス
テムの構築に努めるなど診療の質の向上に努めていく。

　目標値
　小児外来患者数　5,119人
　小児入院患者数　　　40人

・人間ドック、脳ドック、健康診断等の基本的な業務は引き続き実施
するとともに、婦人科、乳房、骨密度など女性を対象とした検診にも
力を入れていく。
・単に検査の結果判定の報告だけでなく、詳細な説明を行うととも
に、生活習慣や健康維持に対する保健指導を積極的に実施する。
・検診結果で要精密検査となった方の二次受診の状況を把握し、
未受診の方へは受診勧奨を行い、病気の早期発見・治療に務めて
いく。
・予防接種事業については、必要に応じて集団予防接種を実施す
ることとし、糖尿病教室や公開健康講座等はこれまでどおり継続し
て行い、市民の健康づくりに寄与する。

　目標値
　検診件数　14,407件

種類 R4 R5 R6 R7
理学療法 15,352 11,279 20,647 16,916
作業療法 1,898 2,466 3,432 3,923
理学療法 3,639 4,137 6,476 5,244
作業療法 2,933 2,977 3,519 4,602

言語聴覚療法 1,867 2,564 3,185 3,993
理学療法 18,000 25,572 26,958 25,223
作業療法 4,606 6,626 7,767 8,729

言語聴覚療法 7,259 10,640 14,149 12,715
516 666 1,430 1,317

5,795 7,661 6,856 7,188
48,748 53,381 47,047 45,936

941 1,691 1,599 640
111,554 129,660 143,065 136,426

※数値は単位数（1単位20分）

合計

運動器リハビリ

脳血管リハビリ

廃用リハビリ

がんリハビリ

回復期リハビリ
呼吸器リハビリ

心疾患リハビリ

項目 Ｒ4年度実績 Ｒ5年度実績 Ｒ6年度実績 Ｒ7年度実績
人間ドック 323 323 269 279
脳ドック 434 442 396 318
肺がんドック 27 20 21 13
乳がんドック 176 156 118 81
企業健診 4,398 4,370 4,447 3,522
協会健保 2,667 2,819 2,915 2,863
健康診断 139 236 316 293
特定健診 914 860 928 816
市職 1,278 1,295 1,366 1,353
子宮がん検診 787 1,492 1,327 1,240
乳がん検診 1,206 1,346 1,243 1,158
大腸がん検診 478 393 408 356
胃がん 525 400 401 367
その他検診 366 255 286 257
合計 13,718 14,407 14,441 12,916
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令和７年度実績に係る指定管理者評価シート（令和８年度評価実施） 資料１

協定
仕様書

７年度の主な実績評価対象事項協定、仕様書の内容 事業計画書の内容
評価結果

市の評価
市 委員会

災害時医療
研修の実施状況

訓練の実施状況

地域医療連携

協23 地域医療機関との連携・協力、地域医療の質向上のための取組み

仕第8 地域医療連携室を設置する 紹介患者数(率）

実施した啓発活動

実習の実績（対象、受入人数、実習内容等）

研修医の実習場所として、取り組む 職員の派遣実績

養成学校等に職員を講師として派遣する 症例検討会等の実施実績

開業医との症例検討会等を実施し、地域の医療の質の向上に努める

市民参加の促進

広報の実績

イベントの開催実績

市の施策協力

利用実績

介護保険事業等高齢福祉に協力する

協力病院となっている施設の一覧

医療相談件数

施設等の維持管理

協26,31 施設の維持管理 施設管理計画の実施状況

仕第11

衛生管理、感染防止に基づく維持・管理を行う

病院施設として予防保全に努める

・広報たじみに連載コラム「地域と共に考える医療」（毎月）を掲載。
・広報たじみ8月号に「医療の現場に聞く、熱中症対策」として病院長のインタビュー
を掲載。
・広報たじみ２月号に糖尿病教室開催を掲載。
・広報たじみ3月号に健康ウォーキングを掲載。
・運営会議他25委員会を随時行った。

法令又は自主検査を適正に実施
【主な施設】
毎月検査施設　　　　　６（エレベーター等）
年２～４回検査施設　８（空調設備等）
年1回検査施設　　　　19（電気設備等）
※地下タンク貯蔵所の清掃は３年に１度。令和６年度に実施、次回は令和９年度に
実施予定。

医療情報、経営情報等の情報公開の推進を図る

・紹介率46.6％、逆紹介率37.8％。
・実習受け入れ（中部国際医療学院47人、中部学院大学8人、中京学院大学15人、
多治見市医師会准看護学校27人）合計97人
・年間を通して医学生延べ30名受け入れ。
・Ｒ1.4月より基幹型研修病院となり、研修医5名が入職。R7年度末時点で研修医9
名。
・多治見准看護学校に職員派遣（4人8回）
・高齢者施設に特定行為看護師派遣（4施設各施設週１回巡回）
・地域連携パスの件数：脳卒中25件、大腿骨21件
・開放型病棟の実績：0件

・のべ0人

・９施設（陶生苑、浩養園、ベルツリー、みらい、さわやか長楽荘、さわやかナーシン
グみたけ等）

・医療相談件数　1,200件

医師、看護師、医療技術職員等の養成課程等のための実習及び研修病院
として、学生等の受入れを積極的に行う。

施設管理計画書・・・施設箇所ごとに法令検査又は自主検査計画

・災害時医療の拠点病院として、ヘリポートをはじめ必要な診療設備を整備し災害
発生時には傷病者の受け入れが速やかに行えるようになっている。
・BCP（事業継続計画）を策定し、医療従事者に対し災害時医療の研修を定期的に
実施している。

〇
（〇）

①ホームページによる診療案内、生活情報誌（おりべくらぶ等）を
利用した医師の紹介、診療情報提供等を行った。
②「広報たじみ」に毎月連載コラムを掲載し、診療情報の提供など
積極的な広報活動を行っている。
③「広報たじみ」8月号において、病院長による客観的な指標を基
にした熱中症対策を特集し、市民に実践しやすい予防法を紹介
④ケーブルテレビでの放送や院内放送、Youtube配信など、積極
的な広報活動を行った。
⑤市民向けに各種予防講座を実施、病気予防の理解を深めた。
⑥地区公民館で予防医療講座等を実施した。
⑦園児・児童による演奏会を行うなど地域交流を深め、また患者・
家族などの心のケアに繋がった。

〇
（〇）

・災害時医療の拠点病院として、ヘリポートをはじめ必要な診療設
備を整備し災害発生時には傷病者の受け入れが速やかに行える
ようになっている。
・災害時医療に対するマニュアルを整備し、医療従事者に対し年間
を通して定期的に災害医療に対する研修をする。
・災害発生時に必要な救急用医薬品、衛生材料及び医療機材、ト
リアージ・タッグ等を整備し、災害時における救護班の編成及び傷
病者の受入れが速やかに行えるよう医療要員の非常召集体制を
構築していく。

-－

①新型コロナウイルスが5類感染症に移行により、コロナに関連す
る補助金はなくなったが、前年度に引き続き黒字額を計上
②平成29年度以降、9年連続で黒字決算を継続しており、大変な
経営努力が行われている。

①トリアージ訓練を実施し、災害発生時に備えた対応を実施してい
る。
②BCPの見直しを適宜行っている。
③災害時医療の研修を定期的に開催している。
④救急医薬品、衛生材料費等を備蓄し、災害に備えた体制を整備
している。

〇
（〇）

①設備の保守点検等施設管理は適切に実施されている。
②医療機器については、令和7年度は電子カルテシステム、大動
脈バルーンポンプ一式、高周波手術装置などを購入した。

〇
（〇）

①紹介率・逆紹介率については、30％以上を維持、前年度及び目標値
を大きく上回ることができ、二次医療として機能、地域医療との連携が進
んだ。
②県立多治見病院との間に救急ホットラインを設置し、相互連携を図っ
ている。また、地域医療機関（開業医）との連携強化にも取り組んでい
る。
③研修医の受入れを積極的に行い、令和7年度末の臨床研修医は9人
となっている。市民病院での研修を希望する学生も年々多くなっている。
④実習生の受入れ、准看護学校への職員派遣など、地域に貢献してい
る。また、外国人技能実習生の受入れを積極的に行っている。
⑤令和元年から開始した特定行為看護師による周辺高齢者施設への
定期巡回を継続的に行い、切れ目のない医療を受けられるネットワーク
を構築している。

〇
（〇）

〇
（〇）

△
（△）

〇
（〇）

△
（△）

〇
（〇）

①新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行後、令和7年度
の実績は0である。
②今後の受入体制について検討いただきたい。

①市内介護施設の協力病院となっている。また、市外にある介護
施設との連携強化にも取り組んでいる。
②総合医療相談室を設置し、医療相談を実施。
③市の高齢福祉課や福祉課、居宅介護支援事業所等と連携し、
退院後の施設紹介等を実施している。

〇
（〇）

〇
（〇）

【参考】

①　収益合計5,321,273千円（入院収益3,207,244千円　　外来収益1,614,027千円
等）

②　費用合計5,294,403千円（給与費2,952,939千円　　材料費908,326千円　経費
1,130,441千円　等）

①－②＝26,870千円（利益（運営支援補助金を含む））

患者安全を第一に考え、施設機能面から診療に寄与する施設の維持・管
理を行う

医療相談室を設置し、市の高齢福祉担当及び居宅介護支援事業所との連
携を図る

左記の協定事項の着実な実施

病院ホームページの開設、広報誌の発行など病院広報やアンケートなどの
広聴を積極的に行う

左記の協定事項の着実な実施

介護老人保健施設、介護老人福祉施設の協力病院となる

左記の協定事項の着実な実施

目標値として紹介率37.0%、逆紹介率28.0％

左記の協定事項の着実な実施

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17
年法律第123号）第5条第8項に規定する短期入所､多治見市障害者の日常
生活及び社会生活を総合的に支援するための条例（平成18年条例第42
号）第4条第2項第3号に規定する日中一時支援事業の提供事業者となる

患者や市民への地域医療に対する啓発活動、情報提供活動等、地域医療
全体の質を向上させる取組みを行う

災害発生時に被災地内の傷病者等の受入れ及び搬出並びに被災地への
医師・看護師の派遣が可能な体制の整備に努める

開業医との信頼関係醸成（時間外の紹介、CT、MRI等の対応）

No 内容 開催月 タイトル・内容

1 予防医療講座 8月
理学療法士による暑い夏を乗り切るための体力維持エクサ
サイズ講座

2
小学生による鼓笛隊合
奏

11月 昭和小学校児童による鼓笛隊合奏

3
幼稚園児・小学生による
合唱

12月
昭和小学校附属幼稚園園児及び昭和小学校児童によるク
リスマス演奏会

4 予防医療講座 2月
理学療法士による転倒等による怪我の予防や免疫力の低
下を少しでも防ぐために家の中で出来る筋トレ講座
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